研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　庶務T　　　　　　　　　職　種　事務　　　　　　　氏　名　清水　靖子

	期　　間　　平成　　19年　　9月　　13日　～　平成　　19年　　9月　　13日

	出張目的　　平成19年度『特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会』

	出 張 先　　フォレスト仙台2F

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】

　特別産業廃棄物管理責任者に関する講習を受講するにあたり、当院は廃棄物の処理を外部委託しており、委託側の当院はせいぜい委託廃棄物の種類を理解していれば問題が無いものだと考えておりましたが、廃棄物管理責任者に関する講習会の概要

1 排出物の抑制

2 廃棄物の適正処理

3 生活環境を清潔に保持することにより、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図ること

が、排出業者である当院が守らなければならない『廃棄物の処理及び清掃に関する法律』の目的であり、講義において、当院が排出事業者の責務として遵守すべき事項があり、遵守すべき事項に違反した場合は、勧告や命令及び罰則の適用となるため十分に注意しなければならない事を学びました。

　感染性、非感染性廃棄物の管理部署とし庶務チームが窓口となっておりますが、排出事業者としての意識は持っておらず、全ては委託業者に任せておけば専門業者なので間違いは無いはずとの意識があり、排出事業者としての責務、法を全く理解せず業務を行っていた事は反省すべき点でした。

　現在委託業者の変更を検討中でしたが、委託契約をする場合は、法に定める委託基準に元づき事前に委託契約を締結しなければならいな事を全く知らず進めており、今回、講習会で学んだ事を機会に現在契約中の契約に関しても事前委託契約の締結確認を行いましたが、全くされていない状態でした。

　感染に関する基礎知識も無く、感染とはどのようにして起こるか、感染の仕組みと感染の成立、感染からの生体の防御、感染性廃棄物と関連のある重要疾患、感染予防法、又、感染性廃棄物において最も危険が大きい針刺し事故の予防安全対策について理解をし、廃棄物の処理対応をしていくことが大切なことだと思いました。

　今迄産業廃棄物について何も理解せず、又考えようともせず、前からこのやり方だから問題はないはず、許可を受けている業者だから間違いは無いはず等考えておりましたが、産業廃棄物とは何か、処理するとはどういう行為なのかを良く理解する事が大切だと思います。

【研修要旨】

１、廃棄物処理法の概要

目的・・・・・廃棄物の排出抑制と廃棄物の適正処理に努め、生活環境を清潔に保持することにより、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図ること。

定義・・・・・廃棄物とは汚物または不要物であって固形状又は液状のものをいい、事業活動に伴って生じた廃棄物のうち法第2条第4項及び施行令第2条で定める廃棄物を産業廃棄物とし、それ以外の廃棄物を一般廃棄物としている。

処理責任・・・基本的に一般廃棄物は市町村に、産業廃棄物は事業者にあるとし、いずれの場合も『処理を委託することもできる』として、処理委託する場合の『廃棄物処理業』に

　　　　　　　係る許可制度を定めている。

廃棄物処理業・一般廃棄物の場合は市町村長の許可を、産業廃棄物の場合は都道府県知事等の許可を取得しなければならないとし、いずれの場合も許可にかかる申請内容が許可基準

　　　　　　に適合していなければならない。

２、医療関係機関等としての排出事業者の責務

1） 事業者の責任

医療関係機関等の事業者はその事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任において適正に処理しなければならないと規定されている。自らの責任において適正に処理するとは、排出事業者が自ら処理する場合と処理業者に処理を委託する場合とがある。

　２）特別管理産業廃棄物管理責任者の設置の義務

　　　廃棄物処理法では、その事業活動に伴い特別管理産業廃棄物を生ずる事業場を設置している事業者は、当該事業場ごとに、当該事業場に係る当該特別管理産業廃棄物の処理に関する業務を適切に行わせるため、特別管理産業廃棄物管理責任者を置かなければならないと規定している。

（特別管理産業廃棄物管理責任者の業務範囲）

1 特別管理産業廃棄物の排出状況の把握

2 特別管理産業廃棄物処理計画の立案

3 適正処理の確保（保管状況の確認、委託業者の選定や適正な委託の実施、産業廃棄物管理票の交付・保管等）

　３）廃棄物

　　　1、廃棄物とは、占有者が自分で利用したり他人に有償で売却することができないために不要となった固形状又は液状のもの（放射性物質及びこれによって汚染された物を除く）をいい、工場や自動車の排ガス等の気体状のものは廃棄物に該当しない。

　　　2、産業廃棄物と一般廃棄物

　　　　産業廃棄物には、あらゆる事業活動に伴うものと特定の事業活動に伴うものがある。

　　　　例）製紙工場から排出される紙くずや食品製造業から排出される動物性残さは産業廃棄物になるが、商店や病院から排出される紙くずやレストラン・飲食店から排出される残飯類は一般廃棄物となる。

　　　3、医療関係機関等の事業活動は『特定の事業活動』に該当しないため、当該機関から排出される場合（紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ）は一般廃棄物に区分される。

　　　4、特別管理廃棄物

　　　　産業廃棄物及び一般廃棄物のうち、爆発性、毒性、感染性その他の人の健康又は生活環境に係る被害を生ずるおそれがある性状を有するものをそれぞれ『特別管理産業廃棄物』、『特別管理一般廃棄物』として区分し、処理方法等が別に定められている。

（感染に関する基礎知識）
1、 感染性廃棄物の定義

· 感染性廃棄物は、人が感染し、又は感染するおそれのある病原体（感染性病原体）が含まれ、若しくは付着している廃棄物、又はこれらのおそれのある廃棄物をいう。

2、 感染の基礎と感染の成立


　　　　　　　　　　　　　　　　接触⇒付着・侵入⇒炎症性変化（感染）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生体

感染源　　　　　　　　　　　病原体等　　　　　　防御　　　

　　病源体等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宿主；ホスト）



　　　　　　　　　　　　　　　感染経路　　　　　　（対表面他・免疫）

　　　　　　　　　　　　（接触・飛沫・空気・血液・経口・昆虫等）

· 『病原体の接触』即『感染』とはならない。

· 病原体で、細菌とウイルスでは、感染の仕組みも異なる部分もある。

· 感染は侵入してくる病原体の種類・量・病原性の強さ（感染力、毒力）と生体の防御力の強さで決まる。

（感染性廃棄物と感染予防法）

1、 感染性廃棄物の感染予防法

· 感染性廃棄物の感染予防としては、血液汚染、特に針刺し事故によるウイルス性疾患からの感染予防が最も重要となる。

2、針刺し事故に対する標準予防策、経皮血液感染予防策

1 処置前後の手洗いの励行と手袋の着用

2 必要に応じて、マスク、ガウン、ゴーグル等の個人的防護具を確実に用いること。これらの基本的な事項の遵守が肝要である。

3 これらの励行とともに安全器具の使用徹底。

（感染性廃棄物の処理）
1、室内における保管

1 感染性廃棄物が運搬されるまでの保管は極力短期間とする。

2 感染性廃棄物の保管場所は、関係者以外立入れないように配慮し、感染性廃棄物は他の廃棄物と区別して保管しなければならない。

3 感染性廃棄物の保管場所には、関係者の見やすい箇所に感染性廃棄物の存在を表示するとともに、取り扱いに注意事項を記載しなければならない。

2、 梱包

1 密閉できること。

2 収納しやすいこと。

3 損傷しにくいこと。

3、 施設内処理

運搬車両等

①（特別管理）産業廃棄物運搬車である旨及び氏名又は名称の表示方法

· 運搬車の車体の両側面に鮮明に表示

· 識別しやすい色の文字で表示

· 文字の大きさ

②表示内容及び備え付け書面

· 氏名又は名称、住所

· 運搬する産業廃棄物の種類及び数量

· 積載した事業所の名称、所在地、連絡先

· 運搬先の事業場の名称、所在地、連絡先

（感染性廃棄物の処理の委託）

1、委託契約

	取り扱う廃棄物の種類
	業の許可区分
	許可権者

	産業廃棄物
	産業廃棄物収集運搬業
	都道府県知事等

	
	産業廃棄物処分業
	〃

	感染性産業廃棄物
	特別管理産業廃棄物収集運搬業
	〃

	
	特別管理産業廃棄物処分業
	〃

	一般廃棄物
	一般廃棄物収集運搬業
	市町村長

	
	一般廃棄物書分業
	〃


＊医療関係機関等は、感染性廃棄物の処理を収集・運搬業者又は処分業者に委託する場合は、事前に当該業者と書面により直接委託契約を結ばなければならない。

（医療関係等からの廃棄物の処理計画と管理規定）
1、理計画の必要性

· 量の如何を問わず、適正に管理するためにも廃棄物処理計画を作成して、計画的に処理を行うことは大切なことである。

2、管理組織の整備

· 医療機関等の選任された管理責任者は、必要に応じて作成された処理計画書及び管理規定に基づいて感染性廃棄物の排出、分別、梱包、中間処理等に係る具体的な実施細目を作成し、医師、看護師、清掃作業員等の関係者に周知徹底する必要がある。

3、帳簿作成の必要性

· 特別産業廃棄物の種類ごとに、業務区分に応じて必要な記載事項を所定の期限までに記載した帳簿を事業場ごとに作成し、保存しなければならない。　

運搬の委託をする場合

	記載事項
	記載期限

	委託年月日
	毎月末まで

	受託者の氏名又は名称及び住所並びに許可番号
	

	運搬先ごとの受託量
	


処分の委託をする場合

	記載事項
	記載期限

	委託年月日
	毎月末まで

	受託者の氏名又は名称及び住所並びに許可番号
	

	運搬先ごとの委託の内容及び委託量
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